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意匠出願・権利化業務における生成 AI の活用 

── 現状と課題に関する 2026 年実務地図(日米欧中比較) 

2026 年 4 月 17 日 

Claude Opus 4.7 

AI は意匠の「創作者」にはなれない──しかし図面生成と先行意匠調査では既に主力ツー

ルである。2024〜2026年にかけて日米欧中の四大庁すべてが、意匠領域における生成 AI利

用について同じ結論に収束した。発明者・創作者は自然人に限る一方、AI を「道具」とし

て用いた創作は登録可能である。この二重のルールが、企業知財部の出願戦略・図面作成・

クリアランス調査の作法を静かに書き換えている。EU 意匠規則 2024/2822 が 2025 年 5 月

1 日に発効し[1][2]、日本では内閣府「AI 時代の知的財産権検討会」中間とりまとめ(2024 年

5 月)が意匠法・不競法への学習段階不適用を明示した[8][11]。主要庁の AI 画像検索は無料公

開が加速し、出願人が過去に依存していた弁理士ノウハウは急速にコモディティ化している。

本稿は、この地殻変動を政策・審査・ツールの三層で整理する。 

1. AI は創作者になれないという各国の同一解 

USPTO は 2025 年 11 月 26 日付の改訂ガイダンスで、意匠特許(design patent)・植物特許

を含む全ての特許カテゴリについて、発明者は自然人に限ると明言した[3]。この改訂は2024

年 2 月のガイダンスを全面的に撤回(rescind)し、共同発明者性を判断する Pannu ファクタ

ーをAI関与シナリオに適用しない点を明確化した[4][5][6]。AIは「実験機器・ソフトウェア・

研究データベース」と同列の道具とされ、AI 出力を選択・設定・変更した自然人の

conception(着想)が登録可否の分水嶺となる[4][7]。実務的には、AI への入力プロンプト、出

力から特定案を選んだ理由、修正の意図をタイムスタンプ付きで保存することが、今後の権

利化リスク管理の標準作業となる[50]。 
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日本では内閣府知的財産戦略本部「AI 時代の知的財産権検討会」中間とりまとめ(2024 年 5

月 28 日、11 月 15 日に権利者向け手引き公表)が、意匠法における発明者・創作者も自然人

に限ると整理した[8][9][10]。注目すべきは学習段階の扱いである。中間とりまとめは、他人の

商品形態を AI学習データとして用いる行為は、意匠法・不正競争防止法 2条 1項 3号(商品

形態模倣)の規制対象外と明示した──学習段階では「譲渡等」や「使用」に当たらず、著

作権法 30 条の 4 と整合する整理である[11]。ただし生成・利用段階で類似形態の商品を市場

投入すれば通常の意匠権侵害・形態模倣規制が働く。中国 CNIPA も 2024 年 12 月 31 日の

「AI 関連発明特許出願ガイドライン(試行)」で、AI 生成発明(人間の実質的貢献なし)は原

則保護対象外、AI支援発明は実質的貢献をした自然人のみが発明者となる旨を確認し、4カ

テゴリ分類を導入した[12][13]。EU では規則 2024/2822 の最終審議で AI を 3D プリンティン

グ等を支える支援ツールとして位置づけた条文(前文 14、指令前文 27)が入ったものの、自

律的 AI 生成意匠の扱いは明文化を見送り、論点として後継立法に残された[14]。 

2. 画像検索は無料・高精度・多庁横断へ 

AI 画像検索は既に意匠クリアランス調査の第一選択肢になっている。EUIPO は 2019 年に

eSearch plus で色・形・テクスチャを解析する AI 類似画像検索を導入し、2022 年に

DesignView へ自社画像検索機能を統合した。2025 年 11 月には TMview の画像検索機能が

接続全 80 か国の IP 庁に展開され、世界最大の商標画像検索網となった[15]。Strategic Plan 

2030 では AI コーディネーター職を新設し、EU AI Act への整合を担保している。WIPO の

Global Design Database は 15 以上のハーグ加盟国・地域の 1,300 万件超の登録意匠を横断

検索でき、画像類似検索機能の開発中である (現状、類似画像検索は Global Brand 

Database=商標のみで実装済)[16]。 

日本では INPIT の Graphic Image Park(GrIP)が画像を含む登録意匠について無料の類似画

像検索を提供しており、2023 年 1 月に検索モードを再編し「形+色」「90°回転」「単一

部品」等を整理した[17][18][19][20]。J-PlatPat はテキスト・分類中心の運用のため、画像入力型
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クリアランスはGrIPが依然として主力である。民間では Patentfieldが 2023年 9月に AI類

似画像検索を有料オプションでリリースし、日本・米国・台湾の意匠公報と日米欧台湾WO

の特許公報を横断検索できる[21][22][23]。2024 年以降は生成 AI 機能「Patentfield AIR」を追

加し、最大 1 万件の母集団に対して査読支援を一括実行する運用が可能となった[24]。

CNIPA は 2025 年 4 月の記者会見で、機械翻訳・画像認識・NLP を組み合わせた審査支援

システムを既に実装し、意匠特許の画像検索を自動化していると公表した[25][26]。各庁が無

料で高機能化を進めた結果、調査コストの価値提案は「検索そのもの」から「検索結果の法

的評価」へ移動しつつある。 

3. 生成 AI で図面は作れるか──実務の分水嶺 

意匠出願図面の生成・整形に AI を使う実務は、2026 年時点でも「補助」の域を出ない。日

本の意匠登録出願は六面図(正面・背面・左右側面・平面・底面)と斜視図を原則要求し、線

図・写真・CG いずれも許容するが、各図の整合性が取れないと権利範囲が不明確となり無

効リスクを抱える[42]。USPTO の 37 CFR 1.152 は「外観の完全な開示に十分な数の図」を

要求し、写真は「唯一の実用的媒体」である場合に限り許容する[27][28][29][30]。GUI 意匠につ

いては、USPTO が 2026 年 3 月 13 日付の補足指針(35 U.S.C. 112 の明確性・実施可能性要

件との関係)で複数の図示例を整理しており、ディスプレイ媒体に依存しない図示方法が認

められる方向にある。 

現実に使える生成AIツールは用途で分かれる。Tripo、Meshy、Tencent Hunyuanなどの画

像・テキスト to-3Dツールは数十秒〜数分でメッシュを生成するが、トポロジーが非マニフ

ォールドで寸法整合性に欠けるため意匠図面への直接投入はリスクが高い[31][32]。日本の意

匠図面研究会も、Meshy AI や CGDream AI で六面図から斜視図を生成する実験について

「精度不十分で手動調整が必要」と結論づけ、SolidWorksなどの CADでの最終チェックを

推奨している[33]。Autodesk Fusion の図面自動化機能、BricsCAD の「アシスト AI」、

Graebert ARES の「A3」、Autodesk 研究の「SolidGen」(Project Bernini)は、編集可能な
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パラメトリック CAD データを生成する方向に進化しており、この軸の延長で意匠図面作成

が実務化する可能性が高い[34][35][36][37]。DeepIP、Solve Intelligence、PatentFig AI などは特

許図面の自動生成に特化し、USPTO・EPO・CNIPA の図面規則へのコンプライアンスチ

ェックを売りにする──ただし意匠図面特有の六面図整合性までは対応が手薄である。 

4. 審査官側の AI 実装と日本のアクションプラン 

JPO は「人工知能技術の活用に向けたアクション・プラン(令和 4〜8 年度版)」を毎年改訂

している。令和 7 年度(2025 年度)改訂版では、先行技術調査②、指定商品・役務調査、特

許行政事務・審査業務への生成 AI 適用の 4 項目で技術実証を実施すると明記された[38]。意

匠審査官向けには商標のイメージサーチツール開発のノウハウが流用されており、画像類似

検索の AI 化は審査内部でも既に進行中である。AI 担当官は 13 名から 39 名へ増員され、全

審査室に原則 1 名配置、外部有識者「AI アドバイザー」制度も新設された[39][40]。特許分野

では 2024 年 3 月 13 日に AI 関連 10 事例が審査ハンドブックに追加され、生成 AI を「人間

が行っている業務の単純なシステム化」に留まる場合は進歩性否定という運用が明示された

[41][42]。 

意匠固有では、令和元年改正意匠法による画像・建築物・内装意匠の保護対象拡大が依然と

して実務の主題であり、意匠審査基準は令和 5 年 12 月にも改訂された[43]。日経(2025 年 4

月 26 日)報道によれば、政府は「知的財産推進計画 2025」で仮想空間(メタバース)上の商

品デザインを意匠登録対象に加える法改正を 2026 年通常国会に提出する方針を示している

[44][45][46][47]。これが実現すれば、生成AIが大量生産するバーチャル商品デザインへの意匠権

行使が初めて明示的な法的基盤を得る。 

5. EU 意匠改革が拓く「デジタル意匠」の領域 

EU 規則 2024/2822は 2025年 5月 1日に第一段階が発効し、2026年 7月 1日に第二段階、

2027 年 12 月 9 日までに指令 2024/2823 の国内法化が完了する[2][48][49]。改革の核心は意匠
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定義の拡張である。Article 3(1)は「動き・遷移・あらゆる形態のアニメーション」を設計

要素に含め、Article 3(2)(b)は「グラフィック著作物、シンボル、ロゴ、表面パターン、タ

イプフェイス、GUI」を非物理的製品として明示した[1][48]。これによりアニメーション、モ

ーショングラフィック、XR/メタバース内のデジタル意匠が登録対象となる。3D プリンテ

ィング用ファイルの作成・ダウンロード・共有が侵害行為として明記され、AI生成の 3Dデ

ータ流通への対応が法制化された[1]。ただし自律的 AI 生成意匠の創作者認定は依然未解決

であり、立法の消極性を批判する論者もいる。 

6. 企業知財部の優先アクション 

三層の動きから実務上導かれる優先順位は明確である。第一に、AI 生成図面・画像を出願

に用いる場合、創作者の自然人による選択・修正プロセスを文書化する社内規程を整備する

──USPTO は既に外国優先権主張でも AI 発明者記載の出願を拒絶する方針を示しており

[7]、国際出願におけるリスク遮断が急務である。第二に、クリアランス調査では JPO 

GrIP・WIPO Global Design Database・EUIPO DesignView(Hague Express と併用)・

CNIPAの四庁無料ツールを標準化し、Patentfield等の民間 AI画像検索で補完する構造が費

用対効果最大となる[15][16][17][24][25]。第三に、2025〜2027 年の EU 意匠改革フェーズで、ア

ニメーション・GUI・メタバースのデジタル意匠ポートフォリオを再設計する必要がある

[48]──日本の法改正先取りとも整合する。 

【表 1】 四大庁+WIPO の意匠 AI 対応マトリクス(2026 年 4 月時点) 

庁 AI 画像検索 AI 創作者の扱い 主要動向（日付） 

JPO/INPIT GrIP(無料)──形・
色・回転・部品別検索 

自然人のみ。中間とりまとめ
2024 年 5 月 

AI アクション・プラン令和
7 年度版 

USPTO 公式提供なし(民間依
存) 

自然人のみ。全カテゴリ 改訂ガイダンス 2025 年 11
月 26 日 

EUIPO eSearch plus / 
DesignView 統合 

規則 2024/2822 で未明文、
論争継続 

第一段階発効 2025 年 5 月 1
日 
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庁 AI 画像検索 AI 創作者の扱い 主要動向（日付） 

CNIPA 内部 AI 画像検索を実装 自然人のみ。4 カテゴリ分類 AI ガイドライン 2024 年 12
月 31 日 

WIPO Global Design DB(画像
検索開発中) 

── 1,300 万件超を横断検索 

7. 結論──「道具としての AI」体制が確立する 

2024〜2026年の 2年間で、意匠領域の政策論争は「AIは創作者か」から「AIを道具として

使う人間の貢献をどう立証するか」へ完全に移行した[3][11][12]。各庁の公式見解が収束した

今、企業知財部にとっての残された論点は記録管理のコストと図面品質と自動化のトレード

オフである。興味深いのは、審査・検索の自動化が最も進んだ CNIPA と、法制度のデジタ

ル対応が最も早い EU の間で、生成 AI 図面の実務許容度に差が生まれつつあることだ[25][48]。

日本の GrIP と J-PlatPat は依然として業界標準の位置を保つが、Patentfield など民間プラ

ットフォームの生成AI統合が進むと、企業の意匠調査フローは 2027年までに大幅に刷新さ

れる可能性が高い[24]。メタバース意匠を 2026 年国会で明文化する日本の動きは、この転換

の最終章となる[46]。AI を使うかどうかではなく、どの段階で何を記録するかが、これから

の意匠戦略を決める。 
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